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1.四半期業績の概況の作成等に係る事項

会計処理の方法の最近事業年度における ：　無

認識の方法との相違の有無

2.平成16年３月期 第３四半期の業績概況（平成15年４月１日～平成15年12月31日）

（1）経営成績（単体）の進捗状況

銭 銭

(注）1．15年３月期第３四半期は、四半期決算手続きを行っておりませんので開示を省略しております。

　　 2. 売上高、営業利益、経常利益及び当期純利益におけるパ―セント表示は対前期増減率。

〔経営成績(単体）の進捗状況に関する定性的情報等〕

平成16年2月20日

（参考）１５年３月期

△ 3.3

勢や所得環境の悪化などによる個人消費の低迷等、総体的にはデフレ基調のまま推移いたしました。

133.37

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益

円

104.16

円

－１６年３月期　第３四半期

3,136 △ 9.0

－

　当第３四半期におけるわが国経済は、一部に景気回復の兆しがみえてきましたが、引き続き雇用情

（参考）１５年３月期

１株当たり当期純利益

△ 9.33,2756,180

百万円 ％

4,558 　　　―

立飛企業株式会社

2,6052,521 　　　―

売　　上　　高

百万円 ％

１６年３月期　第３四半期

経　常　利　益

百万円

1,319

当期（四半期）

　当社は、子会社等を有しており連結財務諸表を作成することとしておりますが、現時点において

年度及び半期で連結財務諸表を作成することは可能ですが、四半期においては連結財務諸表を作成

する体制とはなっておりません。 したがいまして、当第３四半期の「業績概況」につきましては、

単体の業績概況について記載しております。

　　　―

営　業　利　益

％

純　　利　　益

百万円

　　　―

1,722 △ 1.0

％

　不動産賃貸業におきましては、長引く景気低迷からテナントの撤退や統廃合により、賃貸需要は低

迷し価格改定など依然厳しい状況が続いております。

おりません。

　このような状況下におきまして、当社は積極的な営業活動を展開し、新規テナントの勧誘や開拓に

努め、また、経費削減等全社一丸となって経営の効率化に努めてまいりました。

　当第３四半期の業績は、売上高4,558百万円、経常利益2,605百万円、当期純利益1,319百万円とな

　なお、前第３四半期は、四半期決算手続きを行っておりませんので、前年同期との比較は行って

り、厳しい環境下ではありましたが、概ね堅調に推移しました。
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（2）財政状態（単体）の変動状況

銭

【キャッシュ・フロ－の状況】

〔財政状態（単体）の変動状況に関する定性的情報等〕

3.平成16年3月期の業績予想（単体）（平成15年4月1日～平成16年3月31日）

銭

〔業績予想に関する定性的情報等〕

135.15通 期 6,075 3,299 1,744

ます。

総　　資　　産 株　主　資　本
１株当たり

株主資本比率
株　主　資　本

6,537１６年３月期　第３四半期 1,343 262 △ 635

現金及び現金同等物

期　末　残　高

百万円 百万円 百万円

財務活動による

キャッシュ・フロ－

百万円

（参考）１５年３月期

％

営業活動による

キャッシュ・フロ－

投資活動による

キャッシュ・フロ－

１６年３月期　第３四半期 30,685

円

35,441 29,723 83.9 2,343.68

85.3 2,422.36

百万円 百万円

35,988

（投資活動によるキャッシュ・フロ－）

　当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前会計年度に比

べ970百万円増加し、当第３四半期会計年度末には6,537百万円となりました。

　当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フロ－の状況とそれらの要因は、以下のとおりであ

ります。

百万円 円

予　想　売　上　高 予想経常利益 予想当期純利益

百万円 百万円

（財務活動によるキャッシュ・フロ－）

　投資活動による資金の増加は、262百万円となりました。これは、有形固定資産の取得による支出

（営業活動によるキャッシュ・フロ－）

　営業活動による資金の増加は、1,343百万円となりました。これは、法人税等の支払額が1,329百万

円ありましたが､ 税金等調整前当期純利益2,248百万円、減価償却費538百万円などによるものであり

が483百万円ありましたが、 その他の短期投資の売却よる収入(自由金利型定期預金満期分）が、取

　財務活動の結果、使用した資金は635百万円となりました。これは、主に配当金の支払によるもの

であります。

　通期の業績見通しにつきましては、概ね順調に推移しており、平成15年11月27日発表した数値に

１株当たり予想

変更はありません。

当 期 純 利 益

得による支出（同作成分）を1,987百万円上回ったこと等によるものであります。
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（参考）平成16年3月期の業績予想（連結）（平成15年4月1日～平成16年3月31日）

銭

　　 あります。

通 期 6,642 3,606 1,885 185.06

(注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。

　　 したがいまして、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性が

百万円

　　 上記金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

百万円 百万円

当 期 純 利 益

円

予　想　売　上　高 予想経常利益
１株当たり予想

予想当期純利益
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